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サヤミドロ属に基づく
サヤミドロ科藻類の観察と研究
山　岸　高　旺
斉　藤　英　三
本稿はサヤミドロ属(Genus Oedogonium)に基づいて淡水産緑藻植物
の一群を構成するサヤミドロ科藻類(Oedogoniaceae, Chlorophyta)の
研究について,一つの方向を目指すことを試みたものである｡この一見単
純そうにみえながらも,かなり複雑な様相を示す一群については他に留意
すべきところが少なくないが,それらの留意点が比較的見出し易いように
配慮したつもりである｡
サヤミドロ属Oedogoniumの藻類は世界中に広く分布し,約780種が記
載されていて,国内でも約70種が産することが知られている｡
池沼,水田,水溝や湿原の池沼などに産する付着性の糸状藻で,年間を
通して生育しているが,水辺の水草や水中に沈んでいる木の枝などに,う
ぶ毛状に群生したものは,肉眼でも見えるし,採集も容易である｡また,
他の緑藻類に比べて丈夫なために,シャーレなどの容器内で租培養するこ
ともできるので,観察には手頃な材料である｡ここでは材料の採集･保
存,生活史と分類形質(識別形質),国内各地で普通に見られる種の特徴
について述べる｡
採集と保存･租培養
水辺の水草や棒杭,水中に落ちている木の枝などの周りをよく見ると,
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長さ0.5-1cmで緑色のうぶ毛状の糸状藻が付着していることがある
が,そうした状態のものはほとんどがこのサヤミドロ属Oedogoniumの
藻類である｡池沼,水田で群生して綿毛状の藻塊をつくっていることもあ
るが,手で触ってみると,ぬるぬるしたスピロギラ属Spirogyraの藻塊
とはちがって,少しざらざらした硬い感じがする｡
水草や木の枝などに付着しているものは,水草や木の枝に付着したまま
で採集して,観察するときにピンセットなどで剥がしてプレパラートをつ
くる｡
後で述べるように,この属の藻類の分類では生殖相で完熟した卵胞子を
含む材料がないと詳しいことがわからない｡したがって,採集時には20倍
くらいのルーペで卵胞子がついていることを確かめることが必要である｡
生殖相に入る時期は種によって異なるが,春から夏の頃が一番多い｡生
卵器などがない材料では同じ場所で繰り返して採集し,観察をつづければ
生殖相のものも見つかる｡浮遊性の藻類は何時でも必ずその場所で採集で
きるとは限らないが,このサヤミドロ属の藻類は付着性であるから,繰り
返して採集するには都合がよい｡
採集した材料はその場ですぐフォルマリンで固定する｡一部は生かして
木の枝などについたままの状態で持ち帰って,水を浅く入れた腰高シャー
レ内に入れておくと,スピロギラ属などよりは丈夫なので,シャーレ内で
長く生かして観察をつづけることができる｡水は水道水でもよいが,でき
れば井戸水または現地で別に採水したものを使う｡このように,採集した
材料を,そのまま生かして育てることを純粋培養に対して粗培養という｡
淡水藻類の中には,このような簡単な方法で長く育てられる種類もある｡
採集材料をシャーレ内に入れておくと,翌日くらいには,いっせいに遊
走子を放出して水面に浮かんだり,シャーレ内壁の水面の位置近く付着し
て,数日中には,それらが糸状体に発育してくるのが見られる｡採集材料
をシャーレ内などに入れると,なぜ,すぐに遁走子を放出するのか,その
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理由はわからない｡
サヤミドロ属の分類
サヤミドロ属OedogoniuTnの藻類は円筒状の細胞の連なった1細胞列
の糸状体で分枝することはない｡基部細胞には仮根があって,他のものに
付着しているが,浮遊した糸状体が藻塊をつくっているものもある｡これ
は遊走子が他のものに付着しないままで生長したものである｡糸状体のと
ころどころに,頂帽(図1, ac)があるので,他の糸状藻とははっきり区
別できる｡
種類は非常に多いが次のような糸状体細胞の形状,生殖器官の形状,坐
活史が主要な識別形質とされている｡これらの形質を十分に観察するため
には,生殖相のいろいろの時期のそろった材料が必要である｡
( 1 )糸状体細胞の形状と寸法
細胞は円筒形のものが多いが,少数のものでは上端だけが膨らんだり,
膨らみがいくつもあるために光学的断面では側壁が波状や節状になってい
るもの,また,細長い六角形をしたものもある(図2)｡また,基部細胞
は円筒状で仮根をもつものと,半球形のものとがある｡
(2 )無性生殖
遊走子を形成する(図3)が,普通の糸状体細胞がそのまま(次の造精
器や生卵器は糸状体細胞とは形状が異なる)で遊走子嚢になり,その内容
物が変化して1個の遊走子になる｡糸状体細胞のすべてが遊定子嚢になる
のではなくて,普通は糸状体の先端部近くの細胞が遊走子を形成すること
が多い｡遊走子は卵形で頂端に環状に並んだ多数の鞭毛がある｡遊走子嚢
の上端が折れるように曲がって開口し,外に泳ぎ出た遊走子はしばらく遊
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泳したあと,先端部で他のものに付着,発芽して単細胞の発芽体になる｡
発芽体は分裂を繰り返して糸状体になる｡この遊走子は卵胞子から遊出す
る4個の小遊走子(図5)よりも大型で大遊走子ともよばれる｡
(3 )有性生殖
有性生殖は卵細胞と精子を形成するが,精子を形成する糸状体の形質に
よって大型雄体性と壊雄体性に分けられる｡
生卵器の形成には次の2型がある｡一つはところどころの糸状体細胞
(図11, A)が生卵器母細胞に変わり,それが分裂して生じた細胞が大き
く膨らんで生卵器となり,その内容物が卵細胞になる｡一つは,普通の糸
状体細胞(図11, B)から生卵器支持細胞(生卵器母細胞である)という
少し膨らんだ細胞ができて,この生卵器支持細胞が分裂を繰り返していく
つか連続して並んだ生卵器をつくり,その中に卵細胞ができる｡生卵器母
細胞は普通の細胞とは異なって,生卵器をつくる点では機能的に分化して
いることになる｡前者では形態的には普通の糸状体細胞と同じであるが,
後者の生卵器支持細胞では形態的にも分化が見られる｡
生卵器には開口する部分があって,そこから精子が入るが,その開口の
仕方には丸い円孔のものと,横に裂ける裂開(図12)とがある｡また,そ
の円孔や裂閲の位置は種によって決まっていて,頂端や基部に近いもの,
中ほどの中位,上部の上位,下部の下位などがある｡
造精器は普通の糸状体細胞に比べて短い円板状で,しかも数個のものが
連続して形成される｡糸状体の中のところどころの細胞が造精器母細胞
(これも形態的には普通の細胞とは区別がつかない)に変わり,それが分
裂して次々と短い円板状の造精器をつくる(図4)｡造精器の中にはそれ
ぞれ2個の精子がつくられるが,そのときに造精器の内容が水平に分裂す
るものと垂直に分裂するものとがある｡
精子は小型ではあるが遁走子に似た形の卵形で,頂端部に環状に並んだ
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多数の鞭毛をもっている｡造精器のところで糸状体が折れ曲がって開口
し,そこから精子は外に泳ぎ出る｡外に出た精子は生卵器の開口部から中
に入って受精する(図5)｡受精のあと形成される卵胞子は厚膜で包まれ
るが,後で述べるようにこの厚い卵胞子膜には種に特有の模様がある｡
卵胞子は休眠の後に発芽して4個の小遊走子を生ずる｡この小遊走子は
大遊走子や精子と同じく卵形で頂端に環状に並ぶ鞭毛をもつ｡この小遊走
子は他のものに付着,発芽して糸状体をつくる｡
このように普通の大きさの糸状体につくられた精子と卵細胞による卵生
殖をするものを大型雄体性とよぶが,これには生卵器と造精器が同じ糸状
体にできる雌雄同株のものと,生卵器は雌性の糸状体(雌株)に,造精器
は雄性の糸状体(雄株)にできる雌雄異株のものとがある(図14, A-B) ｡
このほかに数細胞からなる嬢小な嬢雄体という特殊な雄株をつくるもの
があって,矯雄体をつくるものは先の大型雄体性に対して嬢雄体性とよば
れている｡この壊雄体性のものも雌雄異株性の一つである(図15)｡
壊雄体は雄性胞子嚢の中につくられた雄性胞子からできる(図6,
7)｡雄性胞子嚢は円板状の細胞で,糸状体細胞から造精器形成と同じよ
うな分裂によってつくられる｡その中には1個の雄性胞子ができる｡雄性
胞子は卵形で前端に鞭毛環がある｡生卵器またはその近くに付着し,発芽
して矯雄体になる｡接雄体は1-2細胞の微小な糸状体であるが,基部の
細胞を柄細胞とよび,その先端に1-2個の造精器ができる｡この場合は
それぞれの造精器内に1個の精子がつくられる(図7)｡
嬢雄体は生卵器上に付着しているもの,支持細胞上に付着しているも
の,生卵器の付近に散在して付着しているものなどがあるが(図8),そ
の着生部は種によっておよそ一定している｡なお,雄性胞子が糸状体のど
こにでも付着するのでなくて,生卵器あるいはその付近に付着するのは,
生卵器から分泌されるホルモンが誘引していることがわかっている｡
嬢雄体の造精器から遊出した精子は生卵器内に入り受精する｡受精した
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卵胞子から4個の小遊走子が出て,それぞれ発芽して普通の糸状体になる｡
(4)生活史
以上のようにサヤミドロ属のものには大型雄体性(図14)のものと接雄
体性(図15)のものがあるが,糸状体の性別を考えると,同じ糸状体に雌
雄の生殖細胞をつくる雌雄同株のもの,雌雄の生殖細胞が別々の糸状体に
できる雌雄異株のもの,さらに雄性胞子と卵細胞と同じ糸状体にできる同
株雄性胞子性と別々の糸状体にできる異株雄性胞子性とがあって,生活史
は次の4型に分けられる｡
a　大型雄体性･雌雄同株　糸状体には性別がなくて,生卵器と造精器
は同じ糸状体につくられる(図14, A)0
b　大型雄体性･雌雄異株　糸状体には生卵器をつくる雌株と造精器を
つくる雄株とがある(図14, B)｡雌株と雄株に形態･寸法の差のないも
のが多いが,数種では雄株が細くて小さい｡
C　棲雄体性･同株雄性胞子性(雌雄異株性)生活史の中で接雄体をつ
くるが,雄性胞子は生卵器をつくる雌株にできる(図15, C)｡
d　矯雄体性･異株雄性胞子性(雌雄異株性)壊雄体をつくるが,雄性
胞子は生卵器をつくる雌株とは別の株(雄性胞子体という)につくられる
(図15, D)0
このような生活史は種によって決まっているので,生卵器や造精器だけ
でなくて,雄性胞子嚢や矯雄体についても調べなければならない｡
(5)卵胞子膜
成熟した卵胞子の膜は厚くて3層になっている｡外層と中層は成熟した
ものでは黄色～黄褐色に着色し,表面が平滑なもののほかに,細孔やひだ
などの模様のあるもの(図13)があって,それぞれが種の特徴となってい
る｡
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サヤミドロ属の種類
次に国内国外の各地に産するサヤミドロ属OedogoniuTnの主な種につ
いて述べる｡なお,この属には生卵器や造精器が1個だけ単独に形成され
るものと,数個並んで連続して形成されるもの(図12)とがある｡次の各
種の説明の中では,連続して形成されるものは,生卵器は1-5個,また
は造精器は1-5個(連続して形成される)の形で記してある｡
①　OedogoniuTn aCrOSPiruTn Skuja (図16- 1, 2 ;図18-1)　雌
雄異株,大型雄体性｡糸状体細胞は8-15×30-9Ltm｡生卵器は1個,
ほぼ球形で31-43×32-60pm｡開口は円孔で中位｡卵胞子はほぼ球形で
30-41×30-41um.卵胞子膜外層には鋸歯状に隆起して,らせん状に回
転した4-7本の肋線がある｡支持細胞は22×40-65um｡
産地:王禅寺(神奈川),枚方(大阪)｡
分布:ビルマ,中国,韓国｡
②　Oedogonium borisianum (Le Clerc) Wittrock (図16- 3-6 ;
図18- 2)　雌雄異株,矯雄体性,同株または異株雄性胞子性｡糸状体細
胞は(12-) 15-25 (～30)×40-150pm｡生卵器は1-5個,広楕円形
ないし角ぼった楕円形で40-50×55-9叫m｡開口は円孔で上位｡卵胞子
は広楕円形で35-46×48-60pmo卵胞子膜は平滑で淡黄色o支持細胞は
31-38×54-95pm.雄性胞子嚢は1 -7個, 16-19×15-23pm｡矯雄体
は支持細胞上に付着,柄細胞は12-18×35-47pm｡造精器は2個, 7-
10× ll-1叫′m｡
産地:小石川植物園(東京)｡
分布:南原(韓国),中国,インド,アフリカ,北米,南米,欧州の各
地,オーストラリア｡
③　OedogoniuTn boscii Wittrock (図16-7, 8 ;図18-3, 4)　雌
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雄異株,大型雄体性｡糸状体細胞は13-23×45-13叫皿｡生卵器は1個,
長い楕円形で39-51×75-11ト皿｡開口は円孔で上位｡卵胞子は楕円形で
36-43×56-7叫m｡卵胞子膜外層と中層には縦軸に沿って27-35本の肋
線がある｡造精器は1-8個, 13-14×6-16pm｡精子は2個,分裂は
垂直｡
産地:葛沼(青森)｡
分布:欧州北米,中国,ブラジル,グリーンランド｡
④　OedogoniuTn CaPilliforme Kutzing (図161 9-12 ;図18- 5,
6)　雌雄異株,大型雄体性｡糸状体細胞は25-38×40-12叫m｡生卵器
は1個で倒卵形ないし卵形, 42-50×51-62pm｡開口は円孔で上位｡卵
胞子は広楕円形ないし球形で形は変わりやすく, 37-45×40-5叫m｡卵
胞子膜は平滑で,ときに肥厚する｡造精器は2-8個連続して生じ20-25
× 8-10pm｡精子は2個,分裂は水平｡
産地:鹿島(茨城),長瀞(埼玉)｡
分布:欧州,アフリカ,北米,パタゴニア,中国,インド｡
⑤　Oedogonium cardiacuTn (Hassall) wittrock (図16-13-15 ;図
18- 7, 8)雌雄異株,大型雄体性｡糸状体細胞は15-30×45-200um｡
生卵器は1個,ほぼ心臓形か球形で48-70×58-78pm｡開口は円孔で中
ヒ位｡卵胞子は球形で42-60×42-60pm｡卵胞子膜は平滑｡造精器は1
-10個連続して生じ, 15-21×10-1叫m｡精子は2個,分裂は水平｡
産地:王禅寺(神奈川)｡
分布:欧州北米,南米,中国,アフリカ｡
⑥　OedogoniuTneXCaUatum Jao (図16-16-18 ;図18- 9)　雌雄同
秩,大型雄体性｡糸状体細胞は12-20×40-125pm｡生卵器は1個,球形
ないし広楕円形で45-55× (40-) 50-60pm｡開口は円孔で上位｡卵胞子
は球形ないし広楕円形,生卵器とほぼ同大で40-50×40-5叫m｡卵胞子
膜外層は透明で平滑,中層は淡黄色で小さいへこみ模様がある｡造精器は
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14-20× 7-12pm｡精子は2個,分裂は水平｡
産地:秩父(埼玉),西生田(神奈川)｡
分布:中国,韓国｡
⑦　Oedogonium hians Nordstedt&Hirn (図16-19 ;図18-10)　雌
雄異株,嬢雄体性,同株雄性胞子性｡糸状体細胞は上端部に膨らみが見ら
れることがあり, 9-15×37-145pm｡生卵器は1-2個,ほぼ卵形ない
し球形で37-43×45-60pmo開口は裂閲で上位｡卵胞子は球形で33-40
×33-40pm｡卵胞子膜は平滑｡支持細胞は26-33×40-80pm｡雄性胞子
嚢は1-2個, ll-12×15-18pm｡嬢雄体は支持細胞上に付着し,柄細
胞は7-9 ×32-35pm｡造精器は6-8 × 5-6um｡
産地:印播村舟戸(千葉)｡
分布:北米,中国,インド,ブラジル(バラナ州)｡
⑧　Oedogolu'umkurzii Zeller (図17-20 ;図18-ll)　雌雄同株,大
型雄体性｡糸状体細胞は40-52×90-25叫m｡生卵器は1個,倒卵形ない
しほぼ楕円形で70-95×110-130pm｡開口は円孔で上位｡卵胞子はほぼ
球形または楕円形で67-86×80-93pm｡卵胞子膜は厚く淡黄色ないし褐
色で平滑｡造精器は生卵器の直下に生ずるか,または散在, 40-52× 6-
10pm｡精子は2個で分裂は垂直｡
産地:有佐(熊本),佐土原(宮崎),藤沢(神奈川)｡
分布:インド,北米,アフリカ,中国｡
⑨　Oedogonium landsboroughi (Hassall) Wittrock (図17-21, 22 ;
図19-12-13)　雌雄異株,大型雄体性｡糸状体細胞は30-40×90-240
pm｡生卵器は1-2個,倒卵形ないし卵形で63-78×85-115pm｡開口
は円孔で上位｡卵胞子は卵形ないし楕円形で(55-) 59-70×73-102
pm｡卵胞子膜は平滑｡造精器は30個ほど連続して生ずることもあり, 27
-35× 9-2叫m｡精子は2個で分裂は垂直｡
産地:王禅寺(神奈川)｡
270
分布:欧州,北米,中国,アフリカ,韓国｡
⑲　Oedogonium mirificum Zhu (図17-23-27 ;図19-14, 15)　雌
雄異株,燥雄体性,異株雄性胞子性｡糸状体細胞は23-36×41-176umo
生卵器は1 -4個,ほぼ倒卵形ないし球形で65-79×60-108トLm｡開口は
裂問で上位｡卵胞子もほぼ倒卵形ないし球形で59-72×59-90pm｡卵胞
子膜中層は肥厚し, 12-18本の縦軸に沿った肋線がある｡支持細胞は34-
58×66-121トLm｡雄性胞子嚢は1-4個, 23-31×18-29pm｡壊雄体は
支持細胞上に付着し, 13-16×40-6叫m｡
産地:ブラジル(パラナ州)｡
分布:中国｡
⑪　Oedogonium monile Berkeley & Harvey (図17-28 ;図19-16)
雌雄異株,矯雄体性,同株雄性胞子性｡糸状体細胞は上端に膨らみをもつ
ものもあり, 9-15×50-160pm｡生卵器は1-8個,ほぼ卵形または球
形で30-39×30-56pm｡開Hは裂閲で広く上位｡卵胞子はほぼ球形で28
-38×28-38pm｡卵胞子股中層には小さなへこみ模様がある｡支持細胞
は大きく, 21-29×40-57pm｡雄性胞子嚢は1-4個, 6-10×5-15
pm｡嬢雄体は支持細胞上に付着し,柄細胞は9 ×25Lun｡造精器は7 × 7
LLm｡
産地:長瀞(埼玉)｡
分布:オーストラリア,北米,ブラジル,インド,アフリカ｡
⑫　oedogonium reinschii Roy (図17-29;図19-17)　雌雄同株,
大型雄体性｡糸状体細胞は細長い六角形または長楕円形, 4-9 ×12-24
pm｡ (生卵器は1または2個,球形ないし偏球形, 17-20×15-21pm.
開口は裂閲で中位｡卵胞子膜はほぼ球形, 13-18×14-17pm｡卵胞子膜
は平滑｡造精器は1個, 4-5×4-5pm｡精子は2個で分裂は垂直0
-Tiffany, 1937による)｡
産地:茂原(千葉)0
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分布:欧州,北米,中国,アフリカ,インド｡
⑬　Oedogonium sexangulare Cleve (図17-30, 31 ;図19-18, 19)
雌雄異株,壊雄体性,同株雄性胞子性｡糸状体細胞は9-16×30-110
pm｡生卵器は1個,ほぼ六角楕円形で29-33×33-39pm｡開口は円孔で
中位よりやや上部｡卵胞子も生卵器と同形, 27-31×31-3叫m｡卵胞子
膜は厚く,平滑｡雄性胞子嚢は1-3個, 13-14×10-1叫m｡嬢雄体は
支持細胞上に付着し,柄細胞は2-3個で7-9 ×21-30pm｡造精器は
6-7 ×9-12pmo
産地:茂原(千葉),霧ヶ峰(長野)｡
分布:欧州,北米,アフリカ,中国｡
⑭　Oedogonium stellatuTn Wittrock (図17-32 ;図19-20)　雌雄異
秩,棲雄体性,同株雄性胞子性｡糸状体細胞は15-20×45-15Ltm｡生卵
器は1-3個,ほぼ球形ないし広倒卵形, 51-64×56-70pm｡開口は円
孔で上位｡卵胞子は球形で, 50-58×50-58pm｡卵胞子膜外層には鋸歯
状に隆起してらせん状に回転した4-7本の肋線がある｡雄性胞子嚢は1
-3個, 14-19×13-2叫m｡壊雄体は支持細胞上に付着し,柄細胞は11
-13×45-52pm｡造精器は6-9 × 8-13pm｡
産地:武蔵嵐山(埼玉),東大泉(東京),西生田(神奈川)｡
分布:欧州,北米,セイロン,アフリカ,インド,中国,ニュージーラ
ンド｡
⑮　Oedogoniu7n SueCicum Wittrock (図17-33 ;図19-21-23)　雌
雄異株,大型雄体性｡糸状体細胞は9-14×30-9叫m｡生卵器は1個,
ほぼ球形で32-38×34-41pm｡開口は円孔で中位o卵胞子は球形で30-
37×30-37pm.卵胞子膜外層には刺状突起が密生している｡造精器は2
-6個連続して生じ, 10-12×13-17Llm｡精子は1個｡
産地:荒崎(鹿児島),霧ヶ峰(長野)｡
分布:欧州,北米,アフリカ,ニュージーランド,オーストラリア,中
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国,インド｡
⑯　oedogonium undulatuln (Brebisson) A. Braun (図17-34, 35 ;
図19-24, 25)　雌雄異株,矯雄体性,同株または異株雄性胞子性｡糸状
体細胞は(12-) 15-22×45-11叫m,側壁は波状｡生卵器は1-2個,
ほぼ球形で48-56×50-75pm｡開口は裂閑で下位｡卵胞子は球形で42-
50×42-52pm｡卵胞子膜は淡黄確色で平滑｡雄性胞子嚢は2-7個, 15
-21× 7-1叫m｡矯雄体は支持細胞上に付着し,柄細胞は8-10×48-
65pm｡
産地:東大泉,三鷹台,秋津(東京) ,茂原,松戸(千葉) ,松岡(福井)｡
分布:世界各地｡
種の識別形質
このオエドゴニウム属(サヤミドロ属) Oedogoniumの種は多いが,
これまでに述べたように,次のような識別形質によって分類されている｡
これらの一覧表(フォーマット)を用意しておいて,採集材料を観察する
ときに,それらの項目について一つ一つ調べて,スケッチや写真として記
録していく｡一度に全部の形質をとらえるのは難しいので,プレパラート
を変えては観察を繰り返していく｡その記録が相当数たまったところで,
種を調べていくことになる｡
①　生活史:大型雄体性か壊雄体性か｡雌雄同株か雌雄異株か｡同株雄
性胞子性か異株雄性胞子性か｡
(む　糸状体細胞:形と寸法｡先端細胞｡基部細胞｡
③　生卵器:形と寸法｡ 1個か連続して形成か｡生卵器支持細胞の形と
寸法｡開口(円口か裂閲か)｡開口部位(基部,下位,中位,上位,頂端)0
(彰　卵胞子:形と寸法｡卵胞子膜の性状｡
(9　造精器: 1個か連続して形成か｡精子形成分裂は水平か垂直か｡
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⑥　雄性胞子嚢:寸法｡生卵器と同株か異株か｡
⑦　壊雄体:柄細胞と造精器の寸法｡付着場所(生卵器上,生卵器支持
細胞上,散在)｡
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図の説明
1.サヤミドロ属糸状体細胞の分裂:ac頂冒, C葉緑体, pピレノイ
ド, n核, Sサヤ(鞘), rリング, se隔壁｡
2.細胞の形｡
3.遊走子(大遊走子)の生成と放出｡
4.造精器の形成と精子の放出｡
5.卵受精と小遊走子の放出｡
6, 7.嬢雄体性の種における雄性胞子と嬢雄体の形成｡
8.嬢雄体の付着部位｡
9, 10.サヤミドロ科の他の2属,ブルポカエテ属Bulbochaeteとオエ
ドクラジウム属Oedocladiumの生卵器と卵胞子:A B. nordsetii
Wittrock, B B. pygmaea Pringsheim, 10　0. 0perculatuTn Tiffanyo
ll.生卵器の形成:om生卵器母細胞, ec卵細胞, o生卵器, sc支持細
胞｡
12.生卵器の開口とその部位｡
13.卵胞子膜面の模様｡
14.大型雄体性サヤミドロ:A　雌雄同株, B　雌雄異株｡
15.接雄体性サヤミドロ:C　同株雄性胞子性, D　異株雄性胞子性｡
16-19.いろいろなサヤミドロ属の種｡種名は本文中に記載｡写真版の
寸法は図16-18 (×600)を除き,措図版の寸法と一致｡
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B　先端と
基部細胞
A　細胞の形
屯一n只事]Ert
隔捌m
細長い六角形
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